
読みやすさ向上のため、文字のデザインを工夫したユニバーサルデザインフォントを使用しています1,923,915人（前月比563人減）世帯数799,654世帯（前月比363世帯増） 〔5月1日現在〕栃木県の人口

毎月第1日曜発行（次回は10/3発行）

読みやすさ向上のため、文字のデザインを工夫したユニバーサルデザインフォントを使用しています
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を知ろう!
エス　 ディー　　ジー 　 ズ

SDGs達成のカギは、一人ひとりの行動に委ねられています

  「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、
2015年に国連サミットにおいて採択された、世界共通の目標です。SDGsに
は、現在世界が直面している、貧困や紛争、気候
変動、資源の枯渇といった数多くの課題解決に
つながる“17のゴール（目標）”が定められていま
す。このゴールの達成により、経済、社会、環境の
3側面が調和した“誰一人取り残さない”持続可
能でより良い社会の実現を目指します。達成年
限は2030年。これに向けて世界各国では、さまざ
まな取組を実施しています。

このほか、各ゴールを達成するための169のターゲッ
ト(より具体的な目標)が設定されています。

・天然資源の持続可能な管理・利用
・廃棄物の発生の大幅な削減　など

私たちがこの地球で暮らし続けていくために、
2030年までに達成すべき目標

県はどのような取組をしている？ S D G sに取り組む県内企業を応援

県立高校における取組

詳しくは
こ ち ら

SDGs 17のゴール見たことある？

サステイナブル ディベロップメント ゴールズ

一例 ゴール12のターゲット

SDGsとは？

私たちには関係あるの？

最近、新聞やテレビなど、さまざまなところで見聞きする「SDGs」。
皆さんはご存じですか？今回は、SDGsとは何か、私たちにどのよう
な関わりがあるかをご紹介します。

とちぎSDGs推進企業
登録マーク

SDGsは各国政府だけでなく、地方自治体や企業、個人一人ひとりに至るまで、すべての人にそれぞれの立場での目標
達成に向けた行動が求められています。「SDGs達成に向けた取組」と言うと、難しく聞こえるかもしれませんが、日々の生
活で実践できることも。以下、取組例をご紹介します。皆さんも、まずは身近にあるできることから始めてみませんか。

このほかの取組例は
こちらをご覧ください
　　国連広報センター
「ナマケモノにもできる
アクション・ガイド」

特定外来種植物の駆除（宇都宮
白楊高校）

フードバンクに食品を寄付する

関連する
主なゴール

生活に困っている方々への支援や食品ロスの
削減に！

徒歩や自転車で通勤する

関連する
主なゴール

二酸化炭素排出量削減が地球温暖化対策につ
ながるほか、体を動かす通勤方法で健康に！

地域の活動に参加する

関連する
主なゴール

住んでいる町に関する理解や地域交流の促進に！

SDGsに取り組む企業を知る

関連する
主なゴール

企業の取組を知り、応援することで企業の活力
が向上し、持続可能な産業の発展に！

マイバッグを利用する

関連する
主なゴール

レジ袋削減で、使用済みプラスチックごみの減
少に！

地元で買い物をする

関連する
主なゴール

雇用確保や経営の継続など、地域経済の活性化に！

県では、SDGsの視点を取り入れて策定した県政の基本指針「とちぎ未来
創造プラン」に沿って各施策を推進し、SDGs達成に向けて取り組んでいま
す。ここでは、その中から2つの取組をご紹介します。

県立高校では、「総合的な探求の時間」や
「課題研究」等を利用し、身近なところから取
り組む学習を行うことにより、SDGsが掲げ
る地球規模の課題を生徒が自らの問題とし
て捉え、課題の解決に向けた意識や主体的に
取り組む姿勢を育んでいます。

　県では、「とちぎSDGs推進企業登録制度」を創設し、オ
リジナルの登録マークの提供や県ホームページへの掲
載を通してSDGs達成に向け、具体的な活動に取り組む
登録企業等を応援しています。（7月15日現在254者登録）

制度の詳細は、ホームページ
または以下に問い合わせを

9（公財）栃木県産業振興センター☎028-670-2608

登録企業のメリットは？
●企業のイメージアップ
●取引先からの信頼が向上

製造業の場合登録企業の取組事例
エネルギー使用量の削減
女性管理職比率の引き上げ

積極的に社会貢献し
ている企業と取り引
きしよう！


